
「
て
ら
ー
く
」の
名
前
の
由
来
？�

皆
様
に
と
っ
て
お
寺
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
？
多
分
、
少
し
暗
い
感
じ
と

厳
し
い
修
行
と
い
う
感
じ
で
中
々
入
り
に
く
い

も
の
で
は
な
い
で
す
か
？
今
回
私
達
は
、
三
年

間
に
ま
た
が
る
長
崎
地
区
研
修
会
を
明
る
く
楽

し
い
修
行
を
し
よ
う
と
、
僧
侶
本
人
も
親
し
み

と
愛
情
を
持
つ
た
め
通
称
を
考
え
ま
し
た
。
お

寺
を
巡
り
あ
る
く
・
・
・
お
寺
を
・
・
・
め
ぐ
り

あ
る
く
・
・
・
て
ら
・
・
・
あ
る
く
・
・
・
そ
う

「
て
ら
ー
く
」
だ
。�

「
て
ら
ー
く
」の
主
旨�

檀
信
徒
自
ら
の
菩
提
寺（
ぼ
だ
い
じ
）だ
け
で
な

く
、
長
崎
地
区
の
他
の
日
蓮
宗
寺
院
を
参
詣
し
、

各
々
の
寺
院
の
縁
起
等
を
拝
聴
す
る
こ
と
に
よ

り
日
蓮
宗
の
檀
信
徒
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て

戴
き
、
今
後
の
更
な
る
信
仰
心
を
養
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
す
る
。�

実
行
委
員
か
ら
の「
て
ら
ー
く
」の
感
想�

ま
ぁ
大
変
で
し
た
。
企
画
段
階
か
ら
、
あ
れ

も
こ
れ
も
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

山
積
み
で
す
。
ど
こ
か
ら
初
め
て
よ
い
の
や

ら
・
・
・
僧
侶
は
、
企
画
向
き
で
は
な
い
よ

う
で
す
。
費
用
・
徒
歩
時
間
・
天
候
・
バ
ス

を
停
め
る
場
所（
長
崎
市
内
は
、
道
が
細
く

坂
が
多
い
の
で
す
）
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載

す
る
各
寺
院
の
縁
起
を
集
め
る
事
・
各
寺
院

の
写
真
・
記
念
品
選
び
・
あ
あ
枚
挙
に
暇（
い

と
ま
）が
な
い
程
で
す
。�

で
も
、
私
達
頑
張
り
ま
し
た
。
何
と
か
問
題

を
解
決
し
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
残
る
願

い
は
、
お
天
気
の
み
・
・
・�

大
聖
人
さ
ま
感
謝
で
す
。
な
ん
と
三
年
と
も

晴
天
。
無
事
日
程
を
終
了
。
長
い
？
三
年
間�

�������

は
楽
し
い
思
い
出
と
少
し
の
寂
し
さ
を
残
し
、

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。�

三
年
間
に
ま
た
が
る
長
崎
地
区
研
修
会
「
て

ら
ー
く
」
を
開
催
・
終
了
出
来
た
こ
と
を
、

日
蓮
大
聖
人
さ
ま
守
護
の
諸
天
善
神
さ
ま
始

め
、
参
加
戴
き
ま
し
た
檀
信
徒
の
皆
様
、
ご

協
力
戴
き
ま
し
た
全
て
の
皆
様
に
、
紙
面
を

持
ち
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
紙
面
を
お
読
み
下
さ
っ
た
皆
様
に
は
、

各
地
区
の
研
修
会
に
興
味
を
お
持
ち
下
さ
る

き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。�

最
後
に
一
言�

「
て
ら
ー
く
」の
計
画�

○
先
ず
三
年
間
掛
け
て
十
六
ヶ
寺
を
参
詣
す
る
。�

○
移
動
手
段
は
、
バ
ス
と
徒
歩�

○
期
間
は
一
日�

○
各
寺
院
に
は
「
て
ら
ー
く
」
専
用
の
ス
タ
ン

　
プ
を
作
成�

○
参
加
さ
れ
た
方
に
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
作
成�

○
記
念
品
、
お
弁
当
、
お
や
つ
、
飲
み
物�

…
…
等
々
楽
し
い
有
意
義
な
修
行
の
た
め
、
色
々

案
を
練
り
ま
し
た
。�

「
て
ら
ー
く
」の
開
催
日�

第
一
回
目
は
、
平
成
十
七
年
四
月
二
十
六
日（
火
曜
）�

第
二
回
目
は
、
平
成
十
八
年
四
月
二
十
七
日（
木
曜
）�

第
三
回
目
は
、
平
成
十
九
年
四
月
二
十
五
日（
水
曜
）�

「
て
ら
ー
く
」参
加
人
数�

毎
年
、
各
寺
院
か
ら
五
名
合
計
八
十
名
を
募
集

人
数
と
し
ま
し
た
。
三
年
間
に
お
け
る
参
加
人

数
は
、
延
べ
百
八
十
四
名
で
し
た
。�

「
て
ら
ー
く
」の
寺
院
の
参
詣
す
る
順
番�

○
一
年
目�

　
昭
徳
寺（
飽
の
浦
町
）―
長
光
寺（
曙
町
）―
一 

　
妙
院（
稲
佐
）―
瑞
光
寺（
川
口
町
）―
明
練
寺

　（
江
里
町
）―
妙
真
結
社（
畝
刈
町
）―
題
目
寺

　（
時
津
町
嬉
里
郷
）�

�

○
二
年
目�

　
本
蓮
寺（
筑
後
町
）―
長
照
寺（
寺
町
）―
本
行

　
寺（
西
小
島
）―
誠
孝
院（
東
山
手
町
）―
妙
晃

　
院（
田
上
）―
円
成
寺（
茂
木
町
）�

�

○
三
年
目�

　
妙
光
寺（
鳴
滝
）―
岬
忍
寺（
野
母
崎
町
）―
真

　
乗
院（
蚊
焼
町
）―
常
在
寺（
東
彼
杵
郡
川
棚

　
町
宗
務
所
）�

�

　
※
お
寺
の
事
情
に
よ
り
妙
真
結
社
と
妙
光
寺

　
　
　
は
、
参
詣
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。�
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